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拡
張
し
、
市
内
の
情
報
格
差
を

是
正
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
も
の

で
、
国
や
佐
賀
県
の
補
助
を
受

け
笑
施
す
る
も
の
で
す
。

V
今
回
対
象
と
な
る
地
区
は

国
間
川
町
消
水
、
横
野
、
花
房
と

南
波
多
町
原
屋
敷
の

一
部
で
す
。

V
事
業
期
間
は

資
材
の
調
達
な
ど
の
問
題
で
工

事
期
間
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
の
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

V
ど
ん
な
事
業
を
実
施
す
る
の
か

市
民
図
書
館
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
と
接
続
で
き
る
パ
ソ

コ
ン
を

9
台
設
回
し
ま
す
。
ま
た
、
よ

り
多
く
の
人
た
ち
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
体
験
し
て
も
ら
う
た

め
、
操
作
が
わ
か
ら
な
い
時
に

は
い
つ
で
も
質
問
で
き
る
専
任

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
配
置

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

V
事
業
期
間
は

平
成
は
年

4
月
か
ら
平
成
同
年

3
月
ま
で
行
う
予
定
で
す
。

一本
叶
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン

す
〉
ツ
等
作
成
事
業

V
ど
ん
な
事
業
を
実
施
す
る
の
か

'I 
伊
万
里
市
で
は
、
平
成

9
年
5

月
か
ら
ホ

l
ム

ベ

|
ジ
に
よ
る

情
報
提
供
を
行

っ
て
き
ま
し
た

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
口
の

閣
加
を
反
映
し
、

当
初
の
利
用

の
約
問
倍
に
あ
た
る
月

5
5
0

0
併
も
の
ア
ク
セ
ス
が
あ

っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
ア
ク
セ
ス
が

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な

か
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
、
健

康
や
福
制
な
ど
生
活
に
密
着
し

た
多
く
の
情
報
を
提
供
す
る
た

め
、
ホ
ー
ム

ベ
l
ジ
の
内
容
を

充
実
す
る
も
の
で
す
。

V
事
業
期
間
は

こ
の
事
業
は
平
成
は
年

4
月
か

ら
平
成
同
年

3
月
ま
で
行
う
予

定
で
す
が
、
ホ
ー
ム
ベ

i
ジ
の

充
実
は
今
後
と
も
続
け
て
行
く

こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、

税
金
の
申
告
時
に

職
員
が
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
対
応
す

る
申
告
支
援
シ
ス

テ
ム
を

2
月
か
ら
、

ま
た
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
新
健
康
管

理
シ
ス
テ
ム
を

4

月
か
ら
稼
動
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
が

次のZ育Eを追加しました
進
め
て
い
る
住
民
基
本
台
帳
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
や
、
全
国
の

市
町
村
を
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る

総
合
行
政
、
一ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(L
G

W
A
N
)
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

平
成
は
年
度
に
実
施
し
、
非
常
に

参
加
が
多
か
っ
た

l
T
郡
習
会
に

つ
い
て
も
実
施
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う

に、

平
成
凶
年
度
は
こ
の

『伊
万

里
市
情
報
化
計
画
』
を
基
に
、
学

校
や
公
共
施
設
へ
の
情
報
機
器
の

整
俄
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自

由
に
使
え
る
パ
ソ
コ
ン
の
整
備

や
、
新
鮮
な
情
報
の
提
供
な
ど
多

く
の
情
報
化
事
業
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
す
の
で
、
ど
う
か
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

砕介護保険活用ガイド

怯ボランティアネットいまり

なお、ボランティア団体の新規登録や変更

は随時受付けていますので下記までご連絡

ください。

V連絡先市男女協働・国際交流課

1 1 1内線496)

また、ホ ムベ ジのトップに市政に対する

アンケー卜を実施していますので、ご協力をお

願いします。

http://m附 library.city .imari .saga.jpj 
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「一

と

ま
ち
づ

市
は
伊
万
里
団
地
(
山
代
町
)

の
三
区
画
、
約
加
・

6hη
ル
の
土

地
を
取
得
し
ま
し
た
。
取
得
費
は

3
億

1
0
6
5
万
円
。
こ
れ
は
こ

の
あ
る

く
り
を
め
ざ
し
て

の
団
地
を
所
有
す
る
地
域
振
興
整

備
公
団
が
、
今
春
独
立
行
政
法
人

に
移
行
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
通

常
よ
り
安
い
価
格
で
土
地
の
購
入

が
可
能
と
な
り
、
今
回
の
取
得
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

佐
賀
大
学
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
セ
ン
タ
ー

今回伊万里市が土地を取得した伊万里団地(久原側から望む)

2

引
区

(
敷
地
面
積
約

1
・

8
h
r
)
は
、
佐
賀
大
学
の
海
洋

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
建
設

用
地
と
し
て
、
市
が
取
得
し
た
土

地
を
貸
与
す
る
予
定
で
す
。

現
在
同
大
学
が
、
黒
川
町
七
ツ

島
で
進
め
て
い
る
海
洋
工
、
不
ル
ギ

l
研
究
の
強
化
に
対
し
て
、
国
は

平
成
日
年
度
第
二
次
補
正
予
算
で

ω億
円
規
模
の
予
算
を
配
分
。
同

大
学
は
、
実
験
棟
な
ど
の
施
設
を

現
在
の

7
倍
と
す
る
強
備
拡
充
計

画
を
立
て
、
市
と
そ
の
用
地
確
保

に
つ
い
て
検
討
を
し
て
き
ま
し

た
。
海
水
の
取
水
が
容
易
な
こ
と
、

平
成
は
年
度
ま
で
に
施
設
建
設
が

可
能
な
こ
と
な
ど
か
ら
伊
万
里
団

地
に
決
定
し
た
も
の
で
す
。

施
設
面
積
は
約
4
5
0
0月間上。

海
洋
工
、
平
ル
ギ

l
に
関
す
る
国
際

的
な
研
究
拠
点
と
な
る
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
の
専
任
教
官

l
人
か
ら

5
人
へ
と
大
幅
な
拡
充
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
年

6
月
に
建
設

工
事
に
着
手
し
、
平
成
同
年

3
月

に
は
そ
の

一
部
が
完
成
す
る
予
定

で
す
。

多
目
的
運
動
広
場
と

産
業
支
援
用
地

3

1
区

(敷
地
面
積
約
日
・

ohわけ
と

は
、
多
目
的
運
動
広
場

と
し
て
整
備
し
市
民
に
開
放
し
ま

す
。
当
而
は
、
来
年

8
月
開
催
の

国
体
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
ソ

フ

ト
ボ
ー
ル
競
技
の
会
場
と
し
て
使

用
す
る
予
定
で
す
。

3

2
区

(敷
地
面
積
約
は

8
hわ
け
と

は
、
企
業
導
入
促
進
の

た
め
の
用
地
で
す
。
当
面
は
イ
ベ

ン
ト
や
、
展
示
会
場
、
資
材
置
場

な
ど
と
し
て
使
用
し
な
が
ら
企
業

誘
致
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

白
壁
土
蔵
風
の
駅

ビ
ル
が
今
秋
完
成

伊
万
里
駅
前
線
(
通
称
南
北

道
路
)
の
建
設
に
伴
い
、
道
路
の

両
わ
き
に
建
つ
新
伊
万
里
駅
ビ
ル

の
起
工
式
が

2
月
お
日
に
あ
り
ま

し
た
。
昨
年
秋
か
ら
J

R
駅
舎
の
解
体

な
ど
が
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
両
ビ

ル
を
結
ぶ
歩
行
者
連
絡
橋
の
一
部

が
で
き
上
が
っ
て
い
ま
す
、
今
年

の
秋
に
は
、
白
壁
土
蔵
風
の

『
二

つ
の
煤
突
』
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
外

側
の
東
西
駅
ビ
ル
が
完
成
す
る
予

定
で
す
。

駅
ビ
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
一
階
建

て
で
、
東
駅
ピ
ル
に
は
J

R
、
西

駅
ピ
ル
に
は
松
浦
鉄
道
が
発
着
し

ま
す
。
観
光
協
会
や
軽
食
、
喫
茶

@ 

市
出
を
は
じ
め
、
市
が
保
有
す

る
鍋
島
な
ど
の
焼
き
物
を
展

示
す
る
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
多
目
的

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信

の
場
と
な
る
も
の
で
す
。
延

べ
面
積
は
東
駅
ピ
ル
が

4
7

9
仔
ト
ル
、
西
駅
ピ
ル
が

7
8

2
月間
ト
ル。

事
業
費
は
両
駅
ビ

ル
が

3
億

3
6
8
0
万
円
、

歩
行
者
連
絡
橋
が

3
億

9
0

0
万
円
の
予
定
で
す
。

起
工
式
で
あ
い
さ
っ
し
た
川
本

市
長
は
「
今
年
の
秋
に
は
、
東
西

の
駅
ピ
ル
が
全
ぼ
う
を
現
し
、
駅

周
辺
は

一
変
す
る
と
忠
わ
れ
ま

す
。
引
世
紀
の
活
力
あ
る
伊
万
里

を
創
造
し
て
い
く
中
心
と
な
る
施

設
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
中
心

市
街
地
の
な
お

一一
胞
の
活
性
化
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
諮
っ
て
い
ま
し
た
。
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進
出
企
業
が

新
た
な
事
業
展
開

大
川
町
に
プ
レ
ス
工
場
な
ど
関

連
4
社
を
展
開
し
て
い
る
昭
和
金

属
工
業
側
(
本
社
広
島
県
海
田
町

勝
村
茂
明
社
長
)
が
、
同
町
に
ー

か
会
が
た

0
0
制
川ト
出
資
の
子
会
社

『金
型

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
社
』

を
設
立
す
る
こ
と
と
し
、

2
月
2

日
、
逃
出
協
定
調
印
が
市
役
所
で

あ
り
ま
し
た
。

進
出
地
は
大
川
町
の
県
道
相

知
山
内
線
沿
い
の
土
地

8
7
7

5
ヴ
ト
ヘ

こ
こ
に
鉄
骨
造
平
家
建

て
3
4
5
2
傍
L
の
工
場
を
建
設

す
る
も
の
で
す
。
本
年

5
月
に
着

工
し
、
来
年

1
月
繰
業
を
め
ざ
し

n 

事
業
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
新
規
履

用
と
し
て
は
、
地
元
か
ら
お
人
の

採
用
が
計
画
さ
れ
て
い
て
、
来
期

に
は
白
人
体
制
に
拡
充
さ
れ
る
予

定
で
す
。

こ
こ
で
展
開
さ
れ
る
新
事
業

は
、
自
動
車
生
産
ラ
イ
ン
で
重
要

な
部
分
を
担
う

『金
型
』
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
も
の
で

す
。
生
産
作
業
中
に
金
型
が
破
損

す
る
と
、
そ
の
ラ
イ
ン
を
ス
ト
ッ

プ
し
て
金
型
の
修
理
を
待
た
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

に
目
を

つ
け
た
同
社
は
、
破
損
し
た
金
型

を
預
か
り

M
時
間
以
内
に
修
理
、

そ
の
閥
ス
ト
ッ
プ
し
た
生
産
部
門

を
自
ら
の
工
場
や
関
連
工
場
で
代

替
生
産
を
行
う
と
い
う
、
従
来
に

な
い
画
期
的
な
事
業
を
計
画
し
た

も
の
で
す
。
今
後
こ

の
事
業
を
伊
万
里
を

皮
き
り
に
、
九
州
地

区
別
か
所
に
展
開
す

る
予
定
で
す
。

調
印
を
終
え
た
藤

村
社
長
は
「
厳
し
い

経
済
状
況
ほ
ど
、
大

き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
今
回
知

恵
を
絞
り
、
お
そ
ら

く
誰
も
気
づ
か
な
か

っ
た
新
た
な
ピ
ジ
、
不

ス
を
伊
万
里
で
展
開

す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
伊
万
里
を
い
ち
ば
ん
に
選
ん

だ
の
は
、
市
の
熱
心
な
勧
誘
と
、

こ
れ
ま
で
の
企
業
に
成
長
さ
せ
て

も
ら
っ
た
恩
返
し
と
い
う
こ
と
も• 

あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
い
っ
て
も

伊
万
里
に
は
優
秀
な
人
材
が
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
ほ
か
の
会
社

で
も
伊
万
里
出
身
の
従
業
員
は
よ

く
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

伊
万
里
の
地
を
九
州
に
お
け
る
本

拠
地
と
位
置
づ
け
、
皆
さ
ん
と
と

も
に
発
展
を
遂
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
川
本
市
長
は
了
」
の
厳
し

い
時
期
に
、
伊
万
里
に
進
出
い
た

だ
き
あ
り
が
た
い
。
新
規
事
業
が

こ
の
伊
万
里
を
拠
点
と
し
て
発
展

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

づ
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ

l
ク

運
営
に
つ
い
て
議

論
し
た
結
果
で
す

2
月間
μ
目
、
伊
万
里
フ
ァ
ミ
リ
ー

パ
l
ク
(
仮
称
)
迎
営
検
討
委
員

会
か
ら

『検
討
結
果
報
告
書
』
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

パ
l
ク
の
運
営
に
関
し
て
検
討
す

る
組
織
と
し
て
平
成
日
年
日
月
に

発
足
。
造
闘
の
専
門
家
や
、
各
種

団
体
の
代
表
、
地
元
住
民
や
企
業

の
代
表
、
ま
た

一
般
公
募
の
市
民

代
表
な
ど
で
組
織
さ
れ
た
も
の
で

す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ

ー
ク
整
備
上

の
重
要
な
視
点
で
あ
る

『市
民
が

っ
く
り
、
育
て
、
守
る
公
闘
』
の

実
現
の
た
め
に
は
、
ど
う
い
う
迎

営
の
方
法
が
適
当
な
の
か
に
つ
い

て
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
報
告
書
で
は
、

①
市
民
参
加
が
可
能
な
分
野
と
そ

の
参
加
形
態

参
加
可
能
な
分
野
と
し
て
花
組

の
植
付
け
、
植
木
の
せ
ん
て
い
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
が
考
え

ら
れ
る
。
参
加
形
態
と
し
て
、

自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ま

た
市
民
団
体
の
委
託
業
務
へ
の

参
画
な
ど
が
考
え
ら
れ
る

②
市
民
参
加
を
実
現
さ
せ
る
た
め

の
条
件
整
備

市
民
参
加
を
実
現
し
、
継
続
さ

せ
る
た
め
に
は
、
市
民
の
関
心

を
高
め
る
こ
と
、
細
川
恕
な
く
参

加
で
き
る
こ
と
な
ど
に
闘
志
す

る
こ
と
が
必
要
で
、
市
民
は
も

と
よ
り
、
ほ
か
の
都
市
住
民
に

も
呼
び
か
け
る
。
ま
た
作
業
に

楽
し
み
を
付
加
す
る
こ
と
な
ど

が
重
要
で
あ
る

③
適
正
な
維
持
管
理
運
営
の
あ
り

方伊
万
里
の
持
つ
自
然
の
豊
か
さ

と
美
し
さ
を
誇
れ
る
公
閣
と
す

る
た
め
に
、
適
正
な
予
算
の
確

保
を
前
提
に
、
市
民
参
加
を
呼

び
か
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

な
ど
と
い
っ
た
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。
市
は
こ
れ
を
受
け
て
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ

l
ク
の
開
闘
に
向

け
て
そ
の
速
蛍
方
法
を
具
体
化
し

て
い
く
予
定
で
す
。

中心市街地(本町)に整備を進めていた白壁づくりの『海のシルクロード館』は

5月3日(金)にオーブンします。

f 

※お知らせ
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.投票所一覧表

※伊万里第1投票区は伊万里公民館が投票所となりますのでご注意ください

銀 東 区名 投 票 所名 投 東 区 量量 錨 東 区名 投票所名 被 票 区 担量

策新町、上仲町仲町、本町1-4丁目揚町、
南波多第 1 南波多公民館

古川、笠催、小麦原.大川原、府沼上 下、
今町、元町、立町続日町幸普町上下土 原直殿、井手野

伊万里第 1 伊万里公民館 井町、浜町、上鳳尾、鋼生町、附鹿町.似島町、
下松島、陣内脇留、上ノ山王手山岩立、木 南波多第2 古里区体育館 高灘、大樹、水留、古監谷口里帰、閲妬
調束、弁天町、中井組、 2重池町、東ハ谷燭

伊万里第2 牧島公民館 木須西、本瀬戸中遇、早里、漁港‘釘!! 大 JlI 大川公民館
宿川西、胸鴫片竹、戸石川山口、井手
口‘東国代、長野、川原立川、舗の6

伊万里第3 大坪公民館 上永E、山、下、み古座ど賀数り、野が六、丘仙東、寺円つ、つ祇百じ圃円が町、丘、栄.柳畏町井生、町圃あ、さ白ひ野が、 l松 浦 松浦公民館
東分、上限、下分、下平崎岩岳仮村分、
飯田川向、久良木、宿分、よ分、中遇、金石原

伊万里第4 伊万里市役所
渚、富士町新王町1-31& (中井槍除く)

里 二里公民館
西八谷燭、川東円白馬11，盆武、大里福

立花台1-4丁目商ケE E号、作鉾手省子、附図、吉野、 111円

岩貧小石原市村、市山、大川向山、正力 里、長浜、目忠実得、脳野、浦川内東大
伊万里第5 大川内公民館 錦、吉田、福野、平尾、向陽園 東山代第 1、東山代公民館 立保、福相

黒 川第 1 黒 川公民館
福岡、浦海、干潟大黒川奥野、Jll屋‘小

東山代第2 大久保公民館 大久保、福住園児黒川浦分、黒沼樋原.名付団地、敬霊園

黒 川第 2 旧繍111小学世立 清水、機野、立目、牟図 東山代第3 湾野小学校 下分、滝川向川内野、辻の盆日商揮自分綬

黒 川第 3 林革研修 花房掴川向、長尾翼手野 山代第 1 楠久公民館 摘久湾、備久樋川問、緑、降、鴫石センター

波書津第 1 波多i章公民館 掴津円野、銀座馬鎗潟、辻浦 山代第 2 山代公民館 久原一~三区

波多津第2 坦多埠東小学桟 木湯、閲街筒鈴、多宇野属、図代仮木、海 J山代第 3 山代西小学校 鴻ノ筒、川商、立岩、百分、 岡山西大久保留主屋、中山 野々頭、策分

(' 

市

撃
の
蹟

肱

4
周
到
日

(日
ν
固

A
V
間
合
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
車
務
局

(
岱

@
2
1
1
1
内
線

4
7
0
)

控
票
時
聞
は

午
前

7
時
か
ら

午
後
8
時
ま
で

• 

伊
万
盟
市
長
選
挙
の
投
開
閉
は
、

4
月
幻
自
(
日
)
午
前

7
時
か
ら

午
後

8
時
ま
で
で
す
。
市
長
選
挙

は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
最
も
身
近

な
選
挙
で
す
。
伊
万
盟
市
の
明
る

い
米
来
の
た
め
に
、
大
切
な
一
一
撲

を
む
だ
に
し
な
い
よ
う
に
、
も
れ

な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
投
票
所
は
上
の
表
の
と

お
り
で
す
。
自
分
の
投
票
所
を
よ

く
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
は
、
候
補
者
の
経
歴
、

政
見
な
ど
が
摘
制
制
さ
れ
て
い
ま

す
。
よ
く
読
ん
で
、
こ
れ
か
ら
の

市
政
を
ど
の
絞
梢
に
託
し
た
ら
よ

い
か
、
自
分
の
怠
思
に
よ

っ
て
判

断
す
る
資
料
に
し
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
町
年

4
月
辺
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、

平
成
凶
年

1

月
日
日
以
前

か
ら
市
内
に

住
所
を
有
し
、

4
月
引
日
現

在
も
引
き
続

き
市
内
に
住

所
を
有
す
る

人
で
す
。

平成13年度明るい選挙啓発
ポスターコンクール県審査特選

国見中3年腐 利恵吉んの作品

~ 

「

投
票
所
入
場
券
は
郵
送
し
ま

す
。
入
場
券
を
受
け
取
っ
た
ら
、

住
所
、
氏
名
、
投
張
所
な
ど
を
よ

く
確
か
め
て
、
投
製
日
に
は
忘
れ

な
い
よ
う
に
投
泉
所
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

4
月
日
日
を
基
準
日
と
し
た
、

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

4
月
同

日
、
日
日
の

2
日
間
、
選
挙
管
型

委
員
会
事
務
局
で
行
い
ま
す
。

投
烈
日
に
仕
事
や
病
気
、
旅
行

な
ど
で
投
以
所
へ
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
、
前
も
っ
て
不
在
者

投
開
却
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

V
期

間
4
月
凶
日
(
日
)
か
ら
初
日

(
土
)
ま
で

V
場
所
な
ら
び
に
時
間

。
一市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

午
前
8
時
初
分
j
午
後
8
時

〈
〉
出
張
所

(
8
か
所
)

国間
川
、
波
多
津
、
南
波
多
、
大

川
、
松
浦
、
二
盟
、
東
山
代
、

山
代
の
各
公
民
館

午
前
8
時
初
分
1
午
後
5
時

V
持
参
す
る
も
の

投
開
叩
所
入
場
券
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

@ 



• 
;教育タ文化]市社会教育研究大会 • 地域ぐるみで進めよう

。ヨ育てω扇場ゴ〈

ぺ

講演する正平辰男さん

市
社
会
教
育
研
究

大
会
が
、

2
月
日
目
、

大
坪
公
民
館
で
関
か

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
引
世
紀

を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
健
全
に
成
長
で

き
る
環
境
づ
く
り
を

考
え
る
た
め
に
聞
か

れ
た
も
の
で
、
自
治

公
民
館
や

P
T
A
、

子
ど
も
会
、
婦
人
会

な
ど
か
ら
、
約

2
0

0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。当
日
は
ま
ず
、
福

岡
県
立
社
会
教
育
総

合
セ
ン
タ
ー
の
正
平
辰
男
さ
ん
が

『学
校
避

5
日
制
と
公
民
館
活
動

の
活
性
化
』
と

い
う
テ
!
?
で
、

基
調
講
演
を
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
正
平
さ
ん
は
「
子
ど

も
を
育
て
る
と
い

っ
て
も
、
わ
が

子
だ
け
を
特
別
に
健
や
か
に
育
て

ら
れ
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
子

ど
も
だ
け
を
大
人
と
は
別
に
し
て

幸
せ
に
で
き
る
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
わ
が
子
も
よ
そ
の
子
も
、

子
ど
も
も
大
人
も
、
一
蓮
托
生
の

地
域
に
住
ん
で
い
る

こ
と
を
大
人

が
ま
ず
自
覚
認
識
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
」
と
、
福
岡
県
嘉
穂
郡

庄
内
町
で
長
年
続
い
て
い
る

『生

活
体
験
学
校
』
の
事
例
を
ふ
ま
え

な
が
ら
話
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
子
ど
も
会
な
ど
を
中

心
に
、
自
治
会
単
位
で
行
わ
れ
た

子
ど
も
の
体
験
活
動
事
業
の
実
施

事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
な
か
で
、
東
山
代
町
の
川

内
野
子
ど
も
会
の
出
雲
正
樹
き
ん

は
、
区
の
青
年
部
と
の
連
係
に
よ

り
平
成

6
年
か
ら
続
い
て
い
る
、

農
業
体
験
学
習
に
つ
い
て
発
表
。

「
自
分
た
ち
が
一
生
懸
命
に
作

っ
て
、
収
穫
で
き
た
こ
と
の
喜
び

を
笑
顔
で
話
す
子
ど
も
た
ち
の
姿

を
見
た
時
は
、
や
っ
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
」
と
話
し
、
地
域

ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み
の
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。

山代町川内野)と井手隆佳事例発表を行う出雲正樹さん(左
さん(右松浦町金石原)

戸、

郷
土
の
文
化
財

伊
万
皇
帝
の
歴
史

(
補
足
)

佐
賀
藩
の
可
部
支
配
と
人
び
と
の
気
風

ー

伊

万

里

市

の

近

世

1

伊
万
里
津
の
よ
う

な
町
部
で
は
、
別
当

ま
ち
ど
し
よ
り
お
と
金

や
町
年
寄
(
略
)
と

い
う
役
臓
が
あ
り
、

ま
ち
ゃ
〈

各
町
に
は
町
役
が
い

ま
し
た
。

阿
部
は
農
村
よ
り

支
配
が
ゆ
る
や
か
で
、

町
人
の
気
風
は

一
般
に
余
裕
が

あ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
町
人
と

は
、
府
舗
を
構
え
た
家
持
ち
だ

け
で
、
住
み
込
み
で
働
く
奉
公

人
な
ど
は
き
び
し
い
暮
ら
し
を

し
て
い
ま
し
た
。

ま
え
か
わ
け
も
ん
じ
よ

『前
川
家
文
書
」
を
見
る
と
、

ち

ん

じ

，

と

と

し

ま

伊
万
里
津
の
鎮
守
、
戸
渡
島
由

ぷ

神
社
の
祭
礼
を
、
町
人
が
歌
舞

む
ん
智
よ
〈

音
曲
で
腐
り
上
げ
て

い
ま
す
。

町
人
は
道
楽
者
だ
っ
た
と
一
誤
解
さ

れ
そ
う
で
す
が
、
果
た
し
て
そ
う

だ
つ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

伊
万
里
津
に
は
、
全
国
か
ら

陶
器
開
人
が
焼
き
物
を
買
い

に

来
て
い
ま
し
た
。
焼
き
物
は
焼

目I

部

-R
 

当

「十「
町町 (町
年年姥年
寄寄 )寄

き
上
が
る
ま
で
に
数
か
月
か
か

り
ま
す
。
そ
の
閥
、
町
家
に
滞

在
す
る
陶
器
商
人
た
ち
を
も
て

な
す
た
め
に
は
、
歌
舞
音
山
の

た
し
な
み
は
ど
う
し
て
も
必
要

だ
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
陶
器

商
人
た
ち
の
中
に
は
大
名
家
へ

出
入
り
し
て
い
る
教
養
人
も
い

て
、
彼
ら
と
つ
き
合
う
た
め
に

国
学
や
漢
学
な
ど
の
教
養
も
必

要
で
し
た
。

伊
万
里
津
の
町
人
は
硬
軟
合

わ
せ
も
っ
た
人
が
多
く
、
中
に

沿

わ

〈

ぽ

よ
し
よ
う
な
か
む
ら
て
い
ぎ
ん

は
川
久
保
予
章
や
中
村
鼎
山
の

よ
う
な
学
者
や
文
人
も
現
れ
ま

し
た
。

@ 



。もしも火災が発生したらどうする (3月3日)

伊万H!.市消防本部と伊万里市消防団の消防合同訓練
が大川小学校でありました。消防本部から車両5台、
22人、消防団からは大川分間の車両7台、 106人が訓
練に参加l。学校に隣接する給食センターから火災が発
生したとの組定で、初期消火や通報、避難、負傷者の
救出、消火活動など本番きながらの訓練が行われまし
た。訓練に参加した大川小学校の児童たちは、消防署
員らのきびきびした行動にじっと見入っていました。

。ねらって~焼肉の材料をゲツトだ (3月17日)

スタミナ焼肉オリエンテーリングがありました。当
日は親子辿れなど74組が参加。国見台から腹岳千EFl股
きまでのコースをいろいろな課題に挑戦し、そのつど
焼き肉の材料を獲得しながらゴーJレをめざすもので、
ゴールした後の焼き肉はまた絡別だったでしょう。

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事や

話題を待っています。市役所広報係へご連絡下さい。

(3 23-2111・内線207)

。市民図書館のめばえの日を祝う (3月3日)

『図書館めばえの日』が市民図;!?館で聞かれました。
これは図書館の起工の日を祝う催しとして毎年行われ
れているものです。当日は恒例となっている 『ぜんざ
い会』に加え、いすの木合唱団のコーラスも披露され、
たくさんの人が図書館のめばえの日を祝いました。

。公開録音、みんなも緊張した?(2月22日)

r!J民会館落成30周年を記念して、 NHKラジオ「ひ
るの散歩道Jの公開録音がありました。当日は、瀬川
瑛子さん、渥美二郎さんら4人の政歌歌手が出演。公
開録音とあって、普段のコンサートとはーl味巡った緊
張感が会場を包んでいました。

@ 



。みんなですてきなまちにしよう (2月15日)

伊万盟小学校の6年生が、自分たちで訪問JJ.&材した
訓!@学習の成果を「伊万盟市への提言」としてまとめ、
市長に拠出しました。緊張した様子で提言の内容を説
明した児童代表の4人は、市長から Iょくできていま
すね」と声をかけられると笑顔をのぞかせていました。

。7.tペラに参加した感想は? (2月8日)

文化庁ふれあい芸術劇場ミ ュージカJレオペラ 『うた
よみざる』の公泌が束陵中学校でありました。このオ
ペラは人間の|世界と殺の交流を歌ったもので、この日
は生徒が猿役で劇団員といっしょに出泌。残った生徒
も歌で参加し、舞台と会場が一体となっていました。 勺

。伊万里の物産と観光はどうですか (2月20日)

伊万里の物産と観光のPR活動に助言を得ょうと説
明会がありました。当日は九州管内の旅行エージェン
ト7人が参加。市内の微光スポットなどを見て回った
参加者からは「黒滞I1fJが選んだ伊万里のよさをもっと
PRする必要があるJなどiI重な意見が聞かれました。

f可

。いらっしゃいませ~、安いよ-(2月27臼)

川東保育園で、お別れ会の恒例行事である「お庖や
さんごっこJが行われました。年長組(きりん組) 19 
人が売り子となってオープンした「きりんデパートJ
には、手作りのおもちゃやお弁当、アクセサリーなど
を求めて、かわいいお客さんが詰めかけていました。

子
ど
も
の
心
を
育
て

る
読
書
活
動
と
は
?

3
月
2
日
、
市
民
図
書
館
で

『生
き
る
力

を
育
て
る
読
書
推
進
活
動
に
係
る
研
修
会
』

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
心
豊
か
な
子
ど

も
に
育
て
て
い
く
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
の

日
ご
ろ
の
読
書
の
環
境
を
ど
う
作
っ
て
い
く

か
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
議
論
し
合
お
う
と

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
学
校
関
係
者
、

P

T
A
や
読
書

活
動
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど
約

1
5
0
人
が

参
加
。
『
本
子
ど
も
・
未
来
』
と
越
し
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
各
学
校
で

行
わ
れ
て
い
る

『朗
読
書
』
の
様
子
や
、
子

ど
も
た
ち
の
変
化
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
保
抽
出
者
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て

い
る
各
学
校
で

の

『読
み
誇
り
』

の
活
動
の
様
子

が
各
パ
、一不
ラ
ー

か
ら
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
特
に

そ
れ
ら
の
活
動

で
の
悩
み
や
、

今
後
の
活
動
を

ど
う
す
る
か
で

は
、
会
場
を
巻

き
込
ん
だ
熱
心

な
議
論
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

@ 
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L-ゅ

担ろ

いつまでもお元気で!

リツさんに

メタル
松尾

百

松
尾
リ
ツ
さ
ん
(
大
坪
町
柳
井

町
)
が
、
2
月
日
山
日
、
め
で
た
く

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

川

本
市
長
か
ら
百
寿
記
念
メ
ダ
ル
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
市
内
の

百
歳
以
上
の
人
は
川
人
で
す
。
そ

の
内
リ
ツ
さ
ん
は
、
女
性
で
は

7

番
目
の
長
寿
者
で
す
。

リ
ツ
き
ん
は
、

多
少
足
腰
が
不

自
由
な
以
外
は
す
こ
ぶ
る
元
気
。

何
で
も
よ
く
食
べ
、
時
に
は
大
好

き
な
ピ

l
ル
や
お
酒
も
い
た
だ
い

て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
政
近

は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
楽
し

み
に
し
て
い
て
、
た
ま
に
カ
ラ
オ

ケ
を
披
露
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。
市
長
が
「
百
歳
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
、
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
ね
」
と
手
を
掘
り

な
が
ら
声
を
か
け
る
と
、
リ
ツ

さ
ん
は
に
っ
こ
り
と
ほ
ほ
え
ん

で
い
ま
し
た
。

rヘ

-
伊
万
里
保
育
園
・

ほ
ら
、
み
て
f

上
手
に
ぎ
ぎ
た
よ

2
月
辺
日
、
伊
万
里
保

育
闘
で

『地
元
老
人
ク
ラ

ブ
と
の
ふ
れ
あ
い
会
』
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
元
の
お
年

寄
り
の
人
た
ち
と
交
流
を

深
め
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、

こ
の
日

は
伊
万
里
町
老
人
ク
ラ
ブ

『天
寿
会
』
の
会
員
辺
人

と
年
長
組
印
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、

天
寿
会
会

長
の
問
中
良
峨
さ
ん
が

「今
日
は
私
た
ち
と
い

っ

ぱ
い
遊
ん
で
、
い

っ
し
ょ

に
楽
し
い
思
い
出
を
作
り

プ
相
椅
花
ド
岐
の
自
向
憎
う
あ
h
J

ド
け
う

!ll 
是
」、

む

子.~ 1:1 
~ t.昔
の t
i桜 F
:!t I ~ i草
"J I ~ ゆ

ド け

昔主 1:1" 

る

ι刊
久
叶
よ

E

@ 

ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
、

「た
き
火
」
や
「
あ
ん
た
が
た
ど

こ
さ
」
な
ど
の
童
謡
を
披
露
。
子

ど
も
た
ち
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て

の
大
合
唱
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
天
寿
会
会
員
の
手
作

り
の
お
手
玉
や
竹
製
の
お
も
ち
ゃ

が
登
場
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は

大
喜
び
。
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ぼ
く

に
も
教
え
て
」
「
ほ
ら
、
見
て
、
わ

た
し
に
も
で
き
た
よ
」
と
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
に
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
顔
は
笑

顔
で
ほ
こ
ろ
び
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
今

日
と
い
う
日
が
、
保
育
園
で
の
楽

し
い
思
い
出
の

一
つ
に
な
っ
て
く

れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」

池ノ上篤助さん
(燭町)

、君

、十

あ
府、

む C む。
む<) D むoGo
<:) Q 

G D DG  C 
D むも

D 
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サ
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a 

ぺ

ー
そ
の
昔
牧
島
山
は
鍋
島
藩
の
牧
場
だ
っ
た

1

楠
久
御
牧
場
と
牧
島

牧
島
の
地
名
は
、
釧
島
勝
茂
が
元

利

8
年

(1
6
2
2
年
)
、
伊
万
里

か
ら
江
戸
へ
行
く
際
に
、
天
候
不
良

う
き

g

で
船
が
出
ず
、
楠
久
的
へ
兎
狩
り
に

行
き
、
そ
の
際
に
楠
久
的
を
藩
の
御

お
ん
ま
き
ぱ

用
牧
場
に
指
定
し
、
楠
久
御
牧
場
と

し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
(「楠

久
的
」
は
以
降
、
ほ
と
ん
ど
「
牧
的
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
)

党
永
ロ
年

(
1
6
3
5年
)
に
は
、

じ

ん

え

ゐ

ん

し

げ

す

み

ま

8

山
本
神
右
衛
門
重
澄
が
牧
奉
行
に
任

命
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
右
衛
門
は
、

牧
的
だ
け
で
は
狭
い
の
で
、
ほ
か
に

牧
ノ
山
の
伊
万
里
郷
側
と
有
田
郷
側

に
新
た
な
牧
場
を
つ
く
り
、

一一一牧
と

し
て
い
ま
す
。
馬
の
産
地
と
し
て
は

際
障
や
奥
州
が
あ
り
ま
し
た
が
、

佐

賀
藩
も
優
良
な
馬
を
み
ず
か
ら
育
て

よ
う
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
ま
た
こ
ん
な
話
も
あ
り
ま
す
。

外
国
種
を
極
秘
導
入
し
た
こ
と
が
あ

紹介してくれた
松尾真介さん(瀬戸町)

り
、
牧
附
と
佐
賀
城
内
と
の
行
き
来

し
お
に
う
ま

の
際
は
、
塩
荷
馬
(
牧
附
に
近
い
瀬

戸
で
は
慶
長
凶
年

(1
6
1
4
年
)

か
ら
製
塩
を
行
っ
て
い
た
)
の
駄
馬

に
見
せ
か
け
秘
密
裂
に
馬
の
輸
送
を

行
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
で
も
馬
を
追
い
込
ん
で
揃
え

こ
ま
ど

る
「
駒
捕
り
」
の
石
煩
一や
、
馬
が
逃

げ
な
い
よ
う
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
石

墨
が
残
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
長
老

か
ら
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
時
に
は

こ
の
石
塁
を
乗
り
越
え
て
、
近
隣
の

良
作
物
を
食
い
荒
ら
し
た
り
、
な
か

に
は
す
ご
い
馬
が
い
て
、
海
を
渡
り

山
代
の
出
作
物
を
腹
一
杯
食
っ
て
、

朝
に
は
牧
場
に
帰
り
樹
の
下
で
ぐ
っ

す
り
寝
て
い
た
と
の
話
が
残
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
牧
場
は
明
治
2
年
に
廃
止
き

れ
ま
し
た
が
、
明
治
辺
年
の
町
村
制

施
行
に
よ
り
、
木
須
瀬
戸
・
松
島

揚

脇

田

の

4
村
を
合
わ
せ
て
牧
島

村
と
名
づ
け
ら
れ
、

4
つ
の
村
は
大

字
と
な
り
ま
し
た
。
命
名
者
は
、
初

つ
&
た
か

代
村
長
の
川
副
縦
脱
出
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
伊
万
里
湾
大
橋

を
渡
る
時
に
は
、
牧
島
山
を
駆
け
巡

っ
て
い
た
馬
た
ち
を
思
い
揃
い
て
く

だ
さ
い
ね
。

fヲ，---------------------------------------、
， 、，、

(8~歳)8力、月
(4
1品)

女誠一郎・めぐみさんの
長女、次女(松島町)

ん

ん

や

や
ち

ち

市
花
り

恥
優
か

悼
山
ぁ

μ
西

わ
た
し
た
ち
姉
妹
は
、
お
外
で

一

遊
ぶ
の
が
と
に
か
く
大
好
き
。
お

一

天
気
の
い
い
日
は
、
近
く
の
公
園

一

で
毎
日
の
よ
う
に
遊
ん
で
い
る
の

一

ょ
。
わ
た
し
た
ち
の
お
気
に
入
り

一

は
、
す
べ
り
台
と
砂
遊
び
。
い
つ

一

も
二
人
仲
良
く
遊
ん
で
い
る
ん
だ

一

け
ど
、
と
き
ど
き
け
ん
か
も
し

一

ち
ゃ
う
か
な
。

一

、r

-

F

t

i

!

~J一

一

ひ
4

h
・
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園
町
圃
邑
扉

一

ら
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M

U

包

av

-

か

・

勺
九

一
@
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a
，
¥

一

'
H

圃

'v~」晶
J
b
E邑
聞
mm

-

AO-aa-
-
E

・冒a圏内
V

一

-
S

一

二
人
の
名
前
の
よ
う
に
、
あ
か

一

る
く
、
や
さ
し
い
子
に
な
っ
て
く

一

だ
さ
い
。
い
つ
ま
で
も
仲
良
し
の

一

姉
鯨
で
い
て
ね
。

一
‘、
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@市長杯争奪クラウンドゴルフ大会 .

ワンインホール
クぽ出たのか8

4月-5月の町民スポーツ

@ 

5月5日(日)
.黒川町子どもすもう大会

811寺半開会 黒川小学校

4同-5月の市民スポーツ

7日 (日)

.市内ダブルスバドミントン大会

91時間会 国見台体育館

14日(日)

・市会長杯グラウンドゴルフ大会

911寺開会園児台陸上競技場ほか

.市聡i輯クラブ卓球大会

91時開会 国見台体育館

27日(土)

.伊西地区中学校対抗

ソフトテニス大会

91時間会 悶見台庭球場ほか

28日 (日)

・プロ野球ウエスタンリーグ

伊万里大会

11時間門 医l見台野球場
29日(月)

.県中学校軟式野球大会

911寺開会 国見台野球場

5月3日(金)
.国見台陸上競技選手権大会

91時開会 悶見台陸上競技場

5月3日(盆)-11日(土)

.市長頒争奪伊万里地区

高等学校野球大会

91時間会 国見台!野球場

5月5日(日)
.県会長杯スローピツチ

ソフトポール大会

91時開会 国見台球技場

第

8
田
市
長
杯
争
奪
グ
ラ
ワ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

2
月
げ
日
、

悶
見
台
陸
上
競
技
場
、
同
球
妓
湯

で
あ
り
ま
し
た
。

出
場
し
た
の
は
、
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
に
加
盟
す
る

η
チ

ー
ム
、
4
8
2
人
。
3
パ
l
ト
に

分
か
れ
、
団
体
戦
お
よ
び
個
人
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

小

雨
が
降
り
続
く
あ
い
に
く
の
天
気

で
し
た
が
、
参
加
者
は
天
候
な
ど

も
の
と
も
せ
ず
、
自
分
の
打
球
を

追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。
な

お
、
試
合
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

《
団
体
の
部
》

V
総
合
第

1
位

大
川
内
体
協
C

マ
A
パ
|
卜

①
サ
ン
エ
ス
A
②
里
和
会

B
③
長
浜
愛
好
会
A
、
大

川
内
体
協
A

V
B
パ
ー
ト

①
大
川
肉
体
協
C
②
円
蔵

寺
ク
ラ
ブ
C
③
栄
光
会
B

マ
C
パ
ー
ト

①
城
山
ク
ラ
ブ

B
②
大
坪

赤
門
ク
ラ
ブ
A
③
大
川
肉

体
協
B

福岡9:rï~
$-ヲス

/千結合裏|似て14RatAそP92
22露|主Amisoo脚制下
{全附自由) I 一一 溢目事600

主催 ウエスタンリーグ伊万里大会興行憂員会福岡ダイエーホークス
後蝿

儒料

《
個
人
の
部
》

マ
A
パ
!
卜

①
岩
本
徳
雄
(
西
川
会

B
)
②

前
川
削
州
議

(大
川
内
体
協

A
)

③
多
久
尚
邦
夫

(
長
浜
愛
好
会

A
)
 

マ
B
パ
ー
ト

①
問
中
博
司
(
円
蔵
寺
C
)
②

野
口
勝
美
(
大
川
肉
体
協
C
)

③
江
川
広
一
(
円
蔵
寺
C
)

マ
cパ
ー
ト

①
立
石
巧
(
脇
野
B
)
②
福

田
隆
(
大
坪
赤
門
A
)
③
徳

永
国
広
(
城
山
ク
ラ
ブ
B
)



伊
万
里
市
チ

I
ム

惜
し
く
も

3
位

県
内
山
市
部
の
代
表
ラ
ン
ナ
ー

が
、
早
春
の
肥
前
路
を
駆
け
抜
け

る

『春
の
県
体
第
位
回
郡
市
対

抗
県
内
一
一
周
駅
伝
大
会
』
が

2
月

山
日
か
ら
げ
日
ま
で
の

3
日
間
に

わ
た
り
閃
か
れ
ま
し
た
。

市
街
地
や
平
野
部
、
ま
た
高
低

差
の
激
し
い
山
間
部
な
ど
、

変
化

に
~
叫
ん
だ
全
犯
区
間
、

2
9
6
・

3
住
ト
ル
の
コ
1
ス
を
タ
ス
キ
で

つ

な
ぎ
ま
し
た
。

第

1
日
は
、
基
山
町
役
場
前
を

ス
タ
ー
ト
し
、
嬉
野
町
に
入
る
け

区
間
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

激
戦
の

『花
の

l
区
』

(
基
山

i
烏
楢
)
で
伊
万
里
市
チ
l
ム
は
、

中
継
所
ま
で
区
間
口
を
争
う
快
走

を
児
せ
、
ト
ッ
プ
と
同
タ
イ
ム
の

2
位
で
タ
ス
キ
リ
レ

l
。
続
く

2

区
(
鳥
栖

1
北
茂
安
)
で
は
、
ほ

か
の
チ

l
ム
を
引
き
離
し
ト
ッ
プ

に
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、
厚
い
逃

手
間
を
誇
る
佐
賀
市
に
逆

転
を
許
し
、

5
区
(
佐
賀

1
諸
富
)
川
原
敏
裕
選
手

(
二
里
町
)
の
区
間
賞
の
走

り
も
及
ば
ず

3
位
で
前
半

を
ゴ
ー
ル
し
ま
す
。
東
与

賀
町
再

ス
タ
ー
ト
で
は
、

3
位
と
好
位
世
に
つ
け
、

次
の

8
区
(
久
保
田

i
稲

街
)
で
再
ぴ
ト
ッ
プ
に
立

ち
ま
す
。

9
区
(
柄
岱

1

有

明

)

永

益

邦

弘

選

手

(二
里
町
)
の
区
間
口
の
走

り
で
、
こ
の
ま
ま
ト
ッ
プ
を
独
走

か
に
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

が
な
か
な
か
伸
び
ま
せ
ん
。
そ
の

間
後
ろ
か
ら
杓
島
郡
が
猛
烈
な
追

い
上
げ
を
見
せ
ま
す
。
と
う
と
う

川
区
(
有
明

1
鹿
向
)
で
逆
転
を

前
し
、
ゴ
ー
ル
の
熔
野
町
で
は
1

分
初
秒
差
で
惜
し
く
も

2
位
。

1

日
目
を
終
え
ま
し
た
。

第

2
日
は
、
嬉
野
町
か
ら
伊
万

里
市
を
通
り
唐
津
市
に
ゴ

ー
ル
す

る

8
区
間
、

1
0
9
・
3
伶
ト
ヘ

ス
タ
ー
ト
の
ロ
区
(
嬉
野

1
塩
田
)

で
3
位
と
好
位
世
に
つ
け
た
伊
万

里
市
チ

l
ム
は
、
日
区
(
梅
田

1

武
鮒
)
で
川
原
敏
裕
選
手
(
二
里

町
)
が
前
日
に
続
い
て
区
間
貨
を

奪
う
力
走
を
見
せ
ト
ッ
プ
に
立

ち
、
武
捌
か
ら
有
聞
と
ト
ッ
プ
を

ひ
た
走
り
ま
す
。
し
か
し
、
最
長

区
間
の
同
区
(
有
岡

i
伊
万
里
)

で
佐
賀
市
、
杵
島
郡
に
逆
転
さ
れ
、

3
位
で
北
波
多
村
に
前
半
の
ゴ
ー

ル
。
再
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
げ
区

(
北
波
多

i
唐
津
市
長
松
)
は

4

位
と
一
つ
順
位
を
落
と
し
た
も
の

の
、
同
区
(
唐
津
市
長
松

i
鎮
西
)

で
2
位
に
浮
上
す
る
と
、
そ
の
後

順
調
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、

2
日

目
の
ゴ
ー
ル
と
な
る
腐
津
市
で
は

佐
賀
市
に
次
い
で

2
位
と
健
闘
を

見
せ
ま
し
た
。

最
終
日
の
第

3
日
は
、
臨
津
市

か
ら
佐
賀
市
に
ゴ
ー
ル
す
る
ロ
区

ぺ
閥
、
乃
・

2
片
岡
ト
ヘ

ス
タ

ー
ト

の
引
区

(
唐
津

i
相
知
)
伊

万
盟
市
チ
ー
ム
は
ま

ず
ま
ず
だ
っ
た
も
の

の
、
そ
の
後
の
刀
区

(
相
知
i
厳
木
)
、
お

区
(
厳
木

i
多
久
)
、

M
区
(
多
久

1
北
方
)

お
区
(
北
方

1
江
北
)

と
い
わ
ゆ
る
高
校
生

区
間
で
な
か
な
か
記

録
が
伸
び
ず
、
前
半

ゴ

l
ル
の
江
北
町
へ

は

5
位
で
ゴ

ー
ル
。

後
半
は
い
わ
ゆ
る
女

子
区
間
。
再
ス
タ
ー

ト
の
お
区
(
江
北

i

砥
川
)
で

3
位
と
好

位
世
に
つ
け
た
伊
万

里
市
チ

l
ム
は
、
幻

区
(
砥
川

i
牛
津
)
、
お
区
(
牛

津

1
小
城
)
、
羽
区
(
小
城

1
三

日
月
)
と
ト
ッ
プ
佐
賀
市
を
追
走
。

ω区
(
三
日
月

i
大
和
)
で
ト
ッ

プ
に
踊
り
山
山
ま
す
。
そ
の
後
引
区

(
大
和

i
高
木
淑
)
、
最
終
明
記
区

(
高
木
瀬

1
佐
賀
)
も
ト

ッ
プ
を

キ

l
プ
。
そ
の
ま
ま

1
位
で
ゴ
ー

ル
し
、

3
日
間
の
競
技
を
有
終
の

美
で
飾
り
ま
し
た
。

3
日
間
の
斜
計
で
は
、
佐
賀
市

が
ロ
辿
加
を
迷
成
。
伊
万
里
市
チ

ー
ム
は
、

2
位
杵
島
郡
に
お
秒
及

多くの声援を受けながら東与賀町を再スター卜する各チームの選手たち

ば
ず
惜
し
く
も

3
位
に
終
わ
り
ま

し
た
が
、
各
選
手
の
健
闘
が
光
る

大
会
で
し
た
。

-
総
合
成
績

①
佐
賀
市
②
杵
島
郡
③
伊
万
里

市
-
新
人
賞

久

保

田

祭

(

二
里
町
)
、
杉

山
智
基
(
東
山
代
町
出
身
)

-
区
間
賞

マ
5
区
川
原
敏
裕
(
二
型
町
)

マ
9
区
永
爺
邦
弘

(

H

)

マ
は
区
川
原
敏
裕

(

)H 

@ 



お
知
ら
せ

圃
加

入

し

ま

し

ょ

う

圃
市
民
交
通
傷
害
保
蹟

市
民
み
ん
な
で
助
け
合
う
市
民

交
通
傷
害
保
険
は
、
年
間

6
0
0

円
の
掛
け
金
で
大
き
な
安
心
が
得

ら
れ
ま
す
。
家
族
全
員
で
加
入
し

ま
し
ょ
、
っ
。

-
保
険
料

1
口
6
0
0
円
で
、

一
人

2
口

ま
で
加
入
で
き
ま
す
。
身
体
障

害
者
手
帳

1
・
2
級
、
療
育
手

帳
A
お
よ
び
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
1
級
の
所
持
者
は

1
口
3
0
0
円
で
す

-
保
険
期
間

平
成
同
年

5
月
l

日
l
平
成
凶
年
4
月
初
日

-
保
険
金
額

死
亡

・
後
巡
障
害

の
場
合
は

1
0
0
万
円
、
入
・

通
院
の
場
合
に
は
治
療
期
間
に

応
じ
て

5
0
0
0
円
ー
は
万
円

が
支
払
わ
れ
ま
す

・
申
込
方
法

各
世
帯
に
配
付
す

る
加
入
国
市
に
口
数
な
ど
を
記
入

し
、
市
内
の
銀
行

・
民
協
で
保

険
料
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い

※
加
入
の
申
し
込
み
は
、
保
険
期

間
の
中
途
で
も
出
来
ま
す

-
間
合
先

市
民
課
窓
口
係

(
岱

@
2
1
1
1
内
線
2
8
9
)

圃
早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

圃
畳

録

霊

け

伺

け

-
受
付
日

4
月
間
日
(
木
)
、
凶
日
(
金
)

・
受
付
時
間

午
後
6
時
1
8
時

・
受
付
会
湯

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
事
務
局
(
国
見
台
)

-
登
録
料

6
0
0
0
円

※
登
録
用
紙
は
、
各
町
公
民
館
と

事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま
す

-
間
合
先

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

の
松
本
(
程
⑧
0
0
0
9
)

圃
視
賞
障
害
者
サ
ー
ビ
ス

聞
を

開

始

し

ま

す

市
民
図
書
館
で
は
、
限
の
不
自

由
な
人
た
ち
に
、

一
般
盲
人
用
録

音
物
お
よ
び
、
点
字
本
の
郵
送
に

よ
る
貸
し
出
し
を

4
月
1
日
よ
り

開
始
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
民
図
書
館
ま
で
お

rヘ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
間

合

先

市

民
図
書
館

(岱
③
4
6
4
6

ほ
し
ゅ
つ

圃
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

圃
ウ

イ

ン

ク

九

州

県
は
、
国
際
的
視
野
を
も
ち
、

郷
土
の
た
め
に
活
躍
す
る
青
年
を

育
成
す
る
た
め
「
ヤ
ン
グ
、不
ッ
ト

ワ
l
ク
・
ウ
イ
ン
グ
九
州

2
0
0

2
」
(
旧
称
・
九
州
青
年
の
船
)

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

-
募
集
人
員
と
資
格

マ
班
長
(
平
成
凶
年

4
月
1
日
現

在
、
満
初
歳
以
上
お
歳
未
満
で

県
内
在
住
者
)
男
女
各
1
人

マ
団
員
(
平
成
比
年
4
月
1
日
現

在
、
満
初
歳
以
上
初
歳
未
満
で

県
内
在
住
者
)
男
女
各
は
人

・
訪
問
先

大
勝
民
国
(
ソ
ウ
ル
)
、
中
華

人
民
共
和
国
(
北
京
、
西
安
)

・
活
動
内
容

ホ
l
ム
ス
テ
イ
、
現
地
背
年
と

の
交
流
、
テ
!
?
別
研
修
な
ど

・
訪
問
日
程

8
月
げ
日
l
お
日

(
8泊
9
日
)

・
出
発

・
到
着
地

佐
賀
空
港

-
事
前
・
事
後
研
修

マ
班
長
研
修

6
月
1
日
1
2
日

マ
県
内
第
l
次
事
前
研
修

6
月
日
日
1
同
日

マ
県
内
第
2
次
事
前
研
修

7
月
日
日
ー
は
日

マ
班
長
会
議

7
月
お
日
i
m
日

マ
総
合
事
前
研
修
(
熊
本
県
阿
蘇

都
国
立
阿
蘇
青
年
の
家
)

7
月
初
日
i
m
日

マ
県
内
事
後
研
修

9
月
下
旬

・
個
人
負
担
金

(
班
長
は
免
除
)

7
方
3
0
0
0
円

※
こ
の
ほ
か
に
、
旅
券
取
得
賀
や

事
前
・
事
後
研
修
へ
の
参
加
賀

な
ど
が
必
要
で
す

-
募
集
期
間

4
月
1
日
1
5
月
ゆ
日

-
応
募
方
法

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
市
教
育

委
員
会
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

-
選
考
試
験

マ

日

時

5
月
悶
日
(
日
)

マ
会
場
若
楠
会
館
(
佐
賀
市
)

《
団
員
募
集
説
明
会
》

-
期
日
と
会
場

マ
4
月
同
日
(
木
)

武
雄
市
文
化
会
館
、
唐
津
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

マ
4
月
間
日
(
金
)

鳥
栖
市
中
央
公
民
館

マ
4
月
別
日

(土
)
ア
パ
ン
セ

・
時

間

午
後
6
時
半
1

-
間
合
先

県
児
童
青
少
年
諜

(
怨

0
9
5
2
⑧
7
0
5
5
)

@ 

圃
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

圃
募

集

し

ま

す

3月15日発行の 『市役所だより』でお知らせした佐賀厚生年金休暇センターの愛称は、 『ウ工ルサンピア伊万里』です。

おわびして訂正します

《
青
年
海
外
協
力
隊
・
日
系
社
会

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》

-
応
募
資
格

別
歳
か
ら
お
歳
ま

で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
人

-
募
集
期
間

4
月
刊
日

(
水
)

1
5
月
初
日
(
月
)

-
派
遣
期
間

原
則
と
し
て

2
年
間

-
募
集
説
閉
会

(
い
ず
れ
も
午
後

6
時
半
1
8
時
特
分
)

マ
武
雄
市
文
化
会
館

4
月
勾
日
(
月
)

マ
ア
パ
ン
セ
(
佐
賀
市
)

4
月
お
日
(
金
)

5
月
凶
日
(
火
)

《
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》

・
応
募
資
格

ω歳
か
ら
閃
歳
ま

で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
人

-
募
集
期
間

4
月
刊
日

(
水
)

1
5
月
初
日
(
月
)

-
派
遣
期
間

原
則
l
年
な
い
し
2
年
間

・
募
集
説
閉
会

マ
ア
パ
ン
セ
(
佐
賀
市
)

4
月
お
日
(
金
)

午
後
6
時
半
1
8時
半

・
間
合
先

県
国
際
謀
国
際
化
指

進
班

(8
0
9
5
2
@
7
0
0

4
)
ま
た
は
国
際
協
力
事
業
団

九
州
国
際
セ
ン
タ
ー

(8
0
9

3
1
6
7
1
1
8
3
4
9
)
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圃
訪
申
団
に
参
加
し
て

圃
国

際

交

流

を

f

-
内

容

大
述
交
易
会
参
観
と

大
連

・
旅
順
の
旅

・
期

間
5
月
刀
日
i
お
日

(
4泊
5
日
)

・
参
加
費
用

日
万
5
0
0
0
円

・
申
込
期
限

4
月
お
日
(
木
)

・
申
込
・
間
合
先

伊
万
里
市
日
中
友
好
協
会
事
務

局
の
森
戸
(
包
②
5
3
9
7
)

団盟主主三)B@3911
6日(土)伊万里市文化連盟創立40周年

記念式典および記念講演会

1 3時~!~料
21日(日)国際ロータリー第2740地区
2002年・ 2003年度地区協議会

12時半関係者

し

(1 

ん

大連港

圃
平

成

同

年

度

国

家

圃
公

務

員

探

用

語

験

《
国
家
公
務
員

I
種
》

・
受
験
資
格

①
昭
和
科
年
4
月
2
日
j
弱
年
4

月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

②
昭
和
民
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
、
次
に
該
当
す
る
人

マ
大
学
卒
の
人
お
よ
び
平
成
同
年

3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

マ
人
事
院
が
前
記
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
人

・
受
付
期
間

4
月
2
日
i
5
月
9
日

-
第
一
次
試
験

6
月
9
日
(
日
)

《
国
税
専
門
官
》

-
受
験
資
格

料

料

料1!!¥ 

①
昭
和
日
年
4
月
2
日
1
日
年
4

月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

②
国
家
公
務
員
I
穏
に
閉
じ

・
受
付
期
間

4
月
2
日
1
5
月
9
日

-
第
一
次
試
験

6
月
間
山
日
(
日
)

《
労
働
基
準
監
督
官
》

-
受
験
資
格

①
昭
和
必
年
4
月
2
日
i
m年
4

月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

②
国
家
公
務
員
I
種
に
同
じ

・
受
付
期
間

A
守
同
月
つ
'
』
口

u《
〉
民
J
V

同
月

q
u
口
同

-
第
一
次
試
験

6
月
凶
日
(
日
)

《
国
家
公
務
員

E
種
》

-
受
験
資
格

①
昭
和
総
年
4
月
2
日
i
m
年
4

月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

②
昭
和
白
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
、
次
に
該
当
す
る
人

マ
大
学
卒
の
人
お
よ
び
平
成
同
年

料

料

ヘ3月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

な
ら
び
に
、
人
事
院
が
前
記
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

人
マ
短
大
ま
た
は
高
専
卒
の
人
お
よ

ぴ
平
成
同
年
3
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人
な
ら
び
に
、
人
事

院
が
前
記
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
人

-
受
付
期
間

4
月
2
日
1
5
月
9
日

-
第
一
次
試
験

7
月
7
日
(
日
)

《法
務
教
官
》

-
受
験
資
格

国
家
公
務
員
E
種
に
同
じ

・
受
付
期
間

4
月
2
日
1
5
月
9
日

-
第
一
次
試
験

6
月
時
日
(
日
)

・
間
合
先

人
事
院
九
州
事
務
局

第
二
諜
試
験
係

(8
0
9
2
'

4
3
1
1
7
7
3
3
)
 

日 (山一火
女性の人権(セクシヤル.ハラス E 
メン卜など)についての+相目談に応 E 
じます E 

包 21 1 1 (1内勾線2泣2羽加6ω.

-
日

時

《
甲
種
お
よ
び
乙
種
第
4
類
》

5
月
初
日
(
日
)

午
前

9
時
半
l

《
乙
種
第
1
、
2
、
3
、
5
、
6

類
お
よ
び
丙
種
》

5
月
町
四
日
(
日
)

午
後

1
時

1

-
会

場
龍
谷
高
等
学
校
(
佐
賀
市
)

※
受
験
願
書
は
、
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
佐
賀
県
支
部
お
よ
び

県
内
各
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す

・
受
付
期
間

4
月
8
日
(
月

)
i悶
日
(
金
)

・
受
付
・
間
合
先

消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
佐
賀
県
支
部

(8

0
9
5
2
⑫
5
6
0
2
)
 

整j
会場:市民相談コーナー
時間:10時-15時 無料・秘密厳守

!I(木) 4.18 
(火) 9 
11(水)17
(火) 2.16 
(月)22 
(月) 1.8.15.22.30伏)
(水) 3.10.17.24 
(金) 5.12.19.26 
(会場第l商接室)

.ボランティア相談 毎週月I惚日
10時-151時会場市民ロビー
.緊急巡回労働相談 毎月第3火曜日
10時-16時会場市民ロビー

相民

にnHillAl量豊)B⑫4646
11日(木).r三つ数えろJ

13時半無
14日(日).rタイタニツクJ

1311寺半無
17日(水).r三つ数えろJ

131時半
28日(日)4]!;'Hウルトラマン

怪獣大決戦1

141時半無料
。子ども放送局(番組上映)

13日(土)テーマ「科学・技術J
10時半無

27日(土)テーマ I手芸J
10時半無

く〉ゴールデン・ウィーク中の開館日

4月27日(土)、 28日(日)、30日(火)
5月1日(水)、 2日(木)、

5日(日)、 7日(火)
※毎週土曜日 お話し会 14時半~
※都合により上映時間を変更することが

あります

市

@ 



最優日

を り 感 万
ごこまが里放言
紹のす好出郷E
介コ 。き身 ・
し| で者伊
まナ 、が万
す| こい塁
。で れらか
は をつら
;:;; 盾し 遺
芸 名 ゃく
量 にい離
さまれ
とれて L
縁 て w 塞
が いま 事
深 るたな
いお「ど
み 宿伊に
な な万頑
丞 ど里張
んも」つ
の 数とて
お 多いい
便 くうる
り あ語伊

Letter 

昭
和
初
年
、
伊
万
里
高
校
を
卒
業
し
た

時
点
か
ら
、
私
の
住
氏
柔
は
伊
万
里
市
か

ら
な
く
な
り
、
伊
万
里
は
私
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い

『
ふ
る
さ
と
』
に
な
っ

T

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
日
か
ら
す
で
に
半

世
紀
を
山
地
主

T
い
ま
す
。

で
も
、
伊
万
里

の

『
友
』

や

『
山
』

や

『
川
』

や

『
お
祭

り
』

や
。
そ
れ
こ
そ
志
れ
よ
う
に
も
忘

れ
ら
れ
な
い
、
私
の
大
好
き
な
も
の
が
伊

万
里
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
特
別
な
用
事

も
な
い
の
に
年
に

1
1
2
回
は
伊
万
里
を

訪
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
び
に
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、
伊

万
里
も
伊
万
里
五
位
の
万
々
の
ζ

努
力
に

よ
っ
て
、
少
し
つ
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
。
私
の
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
舗

装
さ
れ
た
道
路
は
駅
通
り
(
そ
れ
も
相
生

椅
ま
で
)
と
本
町
商
庖
街
だ
け
で
し
た
。

そ
れ
が
今
で
は
拘
い
裏
道
ま
で
舗
装
さ
れ

て
い
ま
す
し
、
そ
れ
に
今
度
は
、
線
路
で

区
初
ら
れ
て
い
た
駅
南
地
区
と
北
地
区
が

一
本
の
収
通
り
と
な
っ
て
し
ま
う
と
の
こ

大
阪
府
豊
中
市

由
一
小

功

さ
ん

と
巴
『
収
哀
』
は
女
学
校
と
蓮
華
畑
だ
け
の

世
界
だ

っ
た
の

に

何

と

も

隔

世

の

惑

が
し
ま
す
。

田
舎
か
ら
都
会
へ
の
変
身
は
、
確
か
に

進
ん
で
き
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
で
も
何

か
足
り
な
に
そ
の
足
り
な
い
も
の
は
何

だ
ろ
う
。
た
し
か
に
街
並
み
は
都
会
ら
し

く
な
り
ま
し
た
。
道
幅
も
広
く
な
り
、
え

さ
な
椅
も
か
か
り
ま
し
た
。

で
も
伊
万
里

駅
に
降
り
立
っ
た
時
、
寂
し
い
雰
囲
気
が

あ
る
の
で
す
。

伊
万
里
に
足
り
な
い
の
は
『
活
力
』

で

す
。
『
明
日
へ
の
希
望
』
が
見
え
な
い
の
で

す
。

伊
万
里
は
、
伊
万
里
か
ら
出

T
い
っ

た
人
々
の

『懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
』

で
終

わ

っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

『
希
望
と
活
カ
を
』
と
忠
っ
て
い
た
時

に
、
伊
万
里
市
役
所
か
ら

「
関
車
に
続
き

関
西
地
区
に
も
伊
万
里
斥
援
聞
を
作
り
た

い
の
で
協
力
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。

札
役
を
返
さ
、
格
別
の
カ

も
な
い
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
趣
旨

に
は
大
賛
成
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
さ
っ

そ
く
関
西
地
区
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
伊
万

里
出
身
町
人
々
に
連
絡
を
と
り
、
応
援
団

参
加
の
依
頼
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨

年

7
月
幻
目
、
大
阪
市
内
の
ホ
テ
ル
で
川

本
市
長
の
よ
出
席
の
も
と
に
、
伊
万
里
フ

ェ
ア
と
応
援
団
結
成
式
が
行
わ
れ
た
の
で

す
。
私
も
伊
万
皇
太
伎
と
や
ら
に
任
命
さ

れ
、
伊
万
里
を
元
気
に
し
、

発
展
さ
せ
る

に
は
と
う
し
た
ら
よ
い
か
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
で
き
る
限
り
の
協
カ
を
す
る
ζ

と

に
な
り
ま
し
た
。
カ
の
あ
る
企
業
の
誘
致

と
と
も
に
、
宮
…
洋
明
記
念
館
の
よ
う
な
え

化
施
設
の
充
実
も
図
る
べ
き
と
考
主
ま
す

が
、
陶
磁
器
の
ま
ち
伊
万
里
の
名
も
も
っ

と
活
用
し
た
ら
と
忠
い
ま
す
。

魅
力
的
な
伊
万
里
を
全
国
の
人
た
ち
に

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
f

力
不
足
な
が
ら
私
も
方

y
パ
リ
ま
す
。

同
団
圃
園
圃
幅
四

染
付
青
磁
桜
花
、
又
皿

桜
の
花
を
つ
な
い
で
二
本
の
帯
の
よ
う
に
配
し
、

背
長
に
は
青
磁
糊
を
施
し
て
い
ま
す
。
き
な
が
ら

春
の
水
聞
を
見
る
よ
う
で
す
が
、
色
合
い
を
楽
し

む
は
ず
の
花
を
、
あ
え
て
色
調
を
抑
え
た
染
付
で

表
現
し
て
い
ま
す
。
見
る
者
の
想
像
力
を
引
き
出

す
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
配
慮
し
て
い
る
よ
う
で

あ
り
、
簡
潔
で
あ
り
な
が
ら
余
情
に
満
ち
た
デ
ザ

イ
ン
と
な

っ
て
い
ま
す
。
器
形
は
浅
く
、
桜
の
花

の
輪
郭
線
の
力
強
い
揃
き
方
な
ど
、
初
期
の
鍋
ぬ

に
分
類
さ
れ
る
作
品
で
す
。

編
⑧

⑧

か
⑤ 

4
月
に
入
り
、
ま
さ
に
脊
ら
ん
ま
ん
と
い
っ
た
感

じ
で
す
ね
。
ぽ
か
ぽ
か
と
岡
山
か
く
、
自
然
と
楽
し
い

気
分
に
な
る
と
て
も
い
い
季
節
な
ん
で
す
が
、
こ
こ

数
年
私
は
花
粉
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
時
期

が
と
て
も
憂
う
つ
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
同
じ

悩
み
を
持
つ
皆
さ
ん
、
も
う
し
ば
ら
く
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の

4
月
で
広
報
担
当
と
な

り
丸
I
年
が
経
ち
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
は
あ
い

変
わ
ら
ず
で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
取
材
に
山
山
て
行
き
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
で
私
の
腕
を
カ
バ
ー
し
て

く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
(H
)

.陀閣['TlIi面... ・玉置

平成14年3月 1日現在
・人口 59，970人 (+ 12) 
男 28，578人 (+10)
女 31，392人(+2) 

・世帯 20，322世帯(+2) 
( )は前月比
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